
「
原
敬
書
簡
解
説
学
識〈」

の
一編
集
に
つ
い
て

揮

友

原
敬
の
書
簡
の
解
読
に
つ
い
て

原
敬
の
書
簡
の
解
読
に
関
す
る
現
状
は、

管
見
の
範
囲
で
は、

文
献
や
展

等
に
お
い
て
屡
々

誤
読
と
思
わ
れ
る
も
の
が
見
ら
れ
る。

そ
れ
ら
は
素
人
の
解

読
で
は
な
い
か
ら、

解
読
の
難
し
さ
を
示
し
て
い
る
と
も
思
わ
れ
る。

明
治
大

正
期
の
手
書
き
文
字
は、

江
戸
期
の
藩
の
役
人
が
書
い
た
所
謂
「
古
文
書」

と

比
較
し、

個
性
的
で
解
読
が
難
し
い
と
の
声
も
聞
く
が、

原
敬
の
書
簡
も
こ
の

例
に
漏
れ
な
い
よ
う
で
あ
る。

原
敬
直
筆
の
毛
筆
の

た
も
の
と
が
あ
る。

1 

に
は、

罫
紙

か
れ
た
も
の
と
巻
紙

れ

罫
紙
の
書
簡
は、

罫
線
の
間
に
ゆ一一回
か
れ
る
た
め、

基
本
的

と
同
様
の
ス
タ
イ
ル
を
と
り、

毛
筆
書
き
の
細
宇
で
罫
線
の

比
較
的
変
化
が
少
な
く
読
み
易
い
。

こ
れ
に
対
し
て、

巻
紙
の
書
簡
は、

罫
線
の
枠
が
な
い
だ
け
に、

縦
書
き
の

行
末
が
左
傾
し、

文
学
の
大
小
・

筆
圧
の
強
弱
抑
揚
・

速
度
の
遅
速
緩
急
等
の

変
化
に
富
む。

書
表
現
と
し
て
見
た
場
合
の
魅
力
の
一

因
と一一一
日
え
る。

相
手
や

揮
宅
時
の
条
件
に
よ
る
空間
き
振
り
の
違
い
も
あ
る
が、

草
卒
に
か
な
り
の
速
度

で
書
か
れ
た
も
の
も
多
い
。

筆
を
進
め
る
に
つ
れ、

輿
に
乗
じ
当
意
即
妙
に
文

字
を
連
ね、

筆
の
勢
い
で
字
形
も
大
胆
な
デ
フ
ォ
ル
メ
が
見
ら
れ
た
り
す
る。

文
章
は
和
漢
混
交
文、

候
文、

漢
字
・

片
仮
名
・

平
仮
名
交
じ
り
で
輩出
か
れ、

点
闘
の
変
化
や
文
字
の
合
体、

変
体
仮
名
や
異
体
字
も
使
用
さ
れ、

開
中
の
書

道
の
名
跡
か
ら
採
録
し
た
現
代
の
書
道
字
典
を
引
い
て
も
見
出
せ
な
い
文
字
も

あ
り、

現
代
人
に
と
っ
て
は
解
読
を
難
し
く
し
て
い
る。

に
吋
原
敬
日

開
に
収
ま
り、

｛
子
典
の
編
集
に
つ
い
て

如
上
の
よ
う
な
解
読
の
状
況
打
開
の
一

助
と
し
て、

原
敬
の

の
字
典
作
成
を
思
い
立
っ

た。

務
関
の
書
店
の
店
頭
に
は、

江
戸
期
を
中
心
と

す
る
崩
し
字
関
連
文
献
は
多
数
並
ん
で
い
る
が、

管
見
の
範
囲
で
は
明
治
期
以

降
の
類
書
は
無
い
と
思
わ
れ
る。

本
字
典
に
よ
り
原
敬
の
書
簡
の
解
読
の
使
が

図
ら
れ、

原
敬
に
対
す
る
理
解
の
深
化
や
研
究
の
進
展
に
寄
与
出
来
れ
ば
幸
い

で
あ
る。

ま
た、

原
以
外
の
近
代
の
書
簡
の
解
読

も
寄
与
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
思
う。

編
集
の
方
針
と
方
法

原
敬
自
筆
の
解
読
の
用
に
資
す
る
こ
と
を
主
践
に
収
集
し、

文
字
の

に
は
必
ず
し
も
拘
ら
な
か
っ

た。

但
し、

原
敬
独
得
の
連
綿
表
現
に
つ
い
て

は、

連
綿
を
断
ち
切
ら
ず、

長
い
慣
用
表
現
を
そ
の
ま
ま
掲
載
し
た
と
こ
ろ
が

あ
る。

字
書
的
に
検
索
す
る
よ
り
も、

通
読
す
る
こ
と
に
よ
り、

崩
し
宇
や
筆

記
の
仕
方
に
慣
れ
て
活
用
出
来
れ
ば
と
思
う。

文
字
の
大
き
さ
は、

巻
紙
は
凡

そ
五
O
%
に
縮
小、

罫
紙
は
凡
そ
原
寸
と
し
た。

十
吾
順
を
基
本
と
し
た
が、

ス
ペ

ー
ス
の
都
合
上
前
後
し
た
と
こ
ろ
も
あ
る。

2 3 

の
山
期
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文
字
資
料
の
出
典
に
つ
い
て

採
録
し
た
文
学
資
料
は、

以
下
に
挙
げ
る
原
敬
記
念
館
収
蔵
の
原
敬
自
筆
の

毛
筆
書
簡
に
よ
っ

た。

字
例
毎
に
手
書
き
で
記
し
た
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
A
i
k

は
以
下
の
書
簡
の
出
典
を
示
す。

A
一

陸
奥
貴
士口
宛
（
明
治
3
8
年
7
月
1
日）

古
河
鉱
業
書
館
用
紙

お
一

陸
奥
漬
吉
宛
（
明
治
3
8
年
7
月
2
2
告）

古
河
鉱
業
書
簡
用
紙

4 



C
一

路
奥
慶士口
宛
（
明
治
4
1

年
3
月
2
1
日）

巻
紙

D
一

陸
奥
震
吉
宛
（
明
治
4
3
年
2
月
2
6
日）

巻
紙

E
一

陸
奥
慶
吉
宛
（
大
正
2
年
4
月
4
Z）

巻
紙

F
一

陸
奥
康
吉
宛
（
大
正
2
年
6
月
2
2
時）

巻
紙

G
一

陸
奥
賢
吉
宛
（
大
正
2
年
1
2
月
4
日）

巻
紙

日
一

路
奥
慶
吉
宛
（
大
正
2
年
1
2
月
1
4
日）

巻
紙

I
一

陸
奥
麗
吉
宛
（
大
正
2
年
1
2
月
1
7
日）

巻
紙

J
一

，小
松
原
英
太
郎
宛
・

写
し
（
明
治
3
3
年
1
1

月
2
0
日）

巻
紙

K
一

改
野
耕
三
宛
（
年
代
不
明
6
月
4
日）

巻
紙

由
吉
二
郎
宛
（
明
治
2
4
年
7
月
3
0
日）

巻
紙

L 
参
考
文
献

鈴
木
利
貞
『
原
敬
全
俸』

日
本
評
論
社
出
版
部 、

田
中
耕
吉
『
原
敬
全
集』

朝
風
社
内
原
敬
全
集
刊
行
命日 、

九
二
九
年

『
蓄
の
日
本
史

第
八
巻

明
治
／
大
正
／
昭
和』

平
凡
社 、
一

九
七
五
年

『
蓄
と
人
物

第
四
巻

政
治
家』

毎
日
新
聞
社 、
一

九
七
八
年

原
敬
文
書
研
究
会
編 、

司
原
敬
関
係
文
書』

日
本
放
送
出
版
協
会 、

i
八
九
年

日
本
歴
史
学
会
編 、

司
抽選
翠
選
集

林
英
夫
『
新
編
・

古
文
書
解
読
字
典
（

5 

九

九
八
四

古口
川
弘
文
館 、

縮
刷
版』

九
九

一

九
九
七
年

お
わ
り
に

本
字
典
の
趣
旨
を
ご
理
解
下
さ
り 、

資
料
提
供
に
ご
協
力
を
噴
い
た
佐
藤
均

原
敬
記
念
館
前
館
長 、

鈴
木
恒
夫
現
館
長
は
じ
め 、

職
員
の
方
々
に
感
謝
申
し

上
げ
る 。

6 
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